
































































































































































































































































上明鑑」は部数を減らすことになった。現存する版本からは、天保 10年、 11年、 12年、 13年、 14年、





























































































































































































































































1680 延宝8 庚申 御公家鑑井位（栗田）
1681 天和元 辛画 太平京鑑（栗田・大東急）
1682 天和 2 壬成
1683 天和3 発亥 太平京鑑（天理）
1684 貞享元 甲子






1689 元禄2 己巳 新撰公家要覧（栗田・弘前図）
1690 冗禄3 庚午





1696 元禄9 丙子 新撰公家当鑑（栗田）、公家当鑑（幸田成友）
1697 元禄 10 丁丑 公家当鑑（九大）、改正公家当鑑（『頭書増字節用集大成』所収）
1698 元禄 11 戊寅 公家要覧（史料館）
1699 元禄 12 己卯 元禄十二年の雲上明鑑（写本、宣長記念館）
1700 元禄 13 庚辰
新撰公家当鑑（史料館旧三井）、公家当鑑（九大）、雲上便覧（岩瀬）、御公家当鑑（写
本、栗田）
1701 元禄 14 辛己
1702 元禄 15 壬午
1703 元禄 16 発未
1704 宝永元 甲申








1711 正徳元 辛卯 雲上明鑑（栗田）、公家鑑（神宮）
1712 正徳2 壬辰 万世雲上明鑑（！｜｜買天大山崎）
1713 正徳3 発巳 御公家鑑（国会・京大・東大）
1714 正徳4 甲午 雲上明鑑（刈谷図村上・東大史料）
1715 正徳5 乙未 新校正御公家鑑（史料館旧三井）
1716 享保元 丙申 新改正当御公家鑑（平井）、当御公家鑑（九大）、雲上便覧（岩瀬）
1717 享保2 丁酉 雲上明鑑（栗田）
1718 享保3 戊成 雲上当時紗（写本、内閣・天理）
1719 享保4 己亥 御公家鑑（国会・東大）
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1724 享保9 甲辰 雲上明鑑（栗田）、新改正当櫛公家鑑（龍谷）
1725 享保 10 乙巳
1726 享保 11 丙午 雲上明鑑（岩瀬・大阪府）、万世公家鑑（大阪市大森）
1727 享保 12 丁未
1728 享保 13 戊申
1729 享保 14 己酉 雲上明鑑（栗田）、御公家鑑（国会・東大）、新板改正万世雲上明鑑（一橋）
1730 享保 15 庚成
1731 享保 16 辛亥 新改正当御公家鑑（田中）、新校正御公家鑑（酒田光丘）、雲上享保集（東大）
1732 享保 17 壬子
1733 享保 18 発丑 雲上明鑑（東大法研）
1734 享保 19 甲寅
1735 享保20 乙卯 雲上明鑑（東大史料）、新校正御公家鑑（弘前図）、当御公家鑑（矢口米二）
1736 元文元 丙辰 新校正御公家鑑（久留米国）
1737 元文2 丁巴 御公家鑑（宮書）
1738 元文3 戊午 新改正万世雲上明鑑（久留米国）
1739 元文4 己未 雲上明鑑（栗田）
1740 元文5 庚申 新校正御公家鑑（コ康図）、改正公家鑑（『森羅万象要字海』所収）
1741 寛保元 辛酉 御公家鑑（石川県歴博大鋸）
1742 寛保2 壬戊 御公家鑑（宮書）
1743 寛保3 発亥 雲上明鑑（栗田・東大史料）、御公家鑑（岩瀬）
1744 延享元 甲子 雲上明鑑（東大史料）
1745 延享2 乙丑
1746 延享3 丙寅 雲上明鑑（栗田・東大史料）、御公家鑑（岩瀬・東大）





1750 寛延3 庚午 改正雲上明鑑（盛岡公民南部）万世雲上明鑑（東大史料写真帳、書陵部原蔵）
1751 宝暦元 辛未 雲上明鑑（東大史料）
1752 宝暦 2 壬申 改正雲上明鑑（鹿沼大棒）、改正御公家鑑（『改正増補永代節用大全無尽蔵1所収）
1753 宝暦3 発画 改正雲上明鑑（日比谷加賀）
1754 宝暦4 甲成
1755 宝暦5 乙亥 雲上明鑑（日比谷東京）
1756 宝暦6 丙子 改正雲上明鑑（小浜市図）






1759 宝暦9 己卯 雲上明鑑（蓬左）
1760 宝暦 10 庚辰 雲上明鑑（旧浅野）、雲上明鑑（東大図書館）、万世雲上明鑑（津市図稲垣）
1761 宝暦 11 辛巳 雲上明鑑（下巻、東大図書館）
1762 宝暦 12 壬午
懐玉雲上要覧（1枚、宮書・史料館旧コ井・東大史料）、新刊増補万世雲上明鑑（史
料館旧三井）、新刊雲上明鑑（内閣・宮書）、雲上明鑑（下、宮書）
1763 宝暦 13 奨未 雲上明鑑（東大図書館・旧浅野・無窮平沼）、新刊増補万世雲上明鑑（岩瀬）
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1764 明和冗 甲申
1765 明和 2 乙酉
1766 明和3 同戊 雲上明鑑（栗田・内閣）
1767 明和4 丁亥
1768 明和5 戊子
1769 明和6 己丑 雲上明鑑（東大図書館）
1770 明和7 庚寅 雲上明鑑（旧浅野）、雲上明鑑（上、宮書・東大図書館）
1771 明和8 辛卯 雲上明鑑（東大史料）、新刊雲上明鑑（明和8年抜、東大史料）
1772 女ー」水、冗一 壬辰 雲上明鑑（大橋）、雲上明鑑（下巻、熊谷）




1775 安永4 乙未 雲上明鑑（蓬左）、万世雲上明鑑（一橋）
1776 安永5 丙申 雲上明鑑（大阪市大森）、新刊雲上明鑑（下巻、東大史料）
1777 安永6 丁酉 新刊増補万世雲上明鑑（史料館旧三井）
1778 安永7 戊戊 雲上明鑑（石川県歴博大鋸）
1779 安永8 己亥





1783 天明3 発卯 雲上明鑑（九大・国文研）、新刊雲上明鑑（上巻、東大史料）
1784 天明4 甲辰 雲上明鑑（広島大）、改正御公家鑑（天明4年原板・寛政 1年干ljf倭漢節用無双嚢』所収）
1785 天明5 乙巳 雲上明鑑（大阪市大森・神宮）、新刊雲上明鑑（上巻、東大史料）
1786 天明6 丙午
1787 天明7 丁未 新刊増補万世雲上明鑑（史料館旧三井）
1788 天明8 戊申 雲上明鑑（徳島・東大図書館）
1789 寛政元 己酉 雲上明鑑（栗田）
1790 寛政2 庚成 雲上明鑑（広島大）
1791 寛政3 辛亥 雲上明鑑（広島大）
1792 寛政4 壬子 雲上明鑑（東大図書館）











1797 寛政9 丁巳 世雲上明鑑（宮書）、御公家鑑（寛政 13年刊『都会節用百家通j所収、 f産大法学j
9-3に翻刻）
1798 寛政 10 戊午 新刊増補万世雲上明鑑（上、東大史料）、雲上明鑑（東大図書館）
1799 寛政 11 己未
雲上明鑑（広島大・東大図書館）、新刊増補万世雲上明鑑（諌早）、御公家衆次第（f大
豊節用寿福海J所収）
1800 寛政 12 庚申 雲上明鑑（栗田・東大図書館・石川県歴博大鋸）
1801 事和元 辛酉 御公家鑑（享和 2年刊 f万宝節用富貴蔵j所収）
I加2 享和2 壬成 雲上明鑑（東大図書館）、万世雲上明鑑（新潟大佐野）
1加3 享和3 発亥 雲上明鑑（宮書）、新刊増補万世雲上明鑑（宮書）
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新刊雲上明鑑（下巻、東大図書館）、新刊雲上明鑑・万世雲上明鑑・雲上明鑑大全・
1804 文化元 甲子 雲上示正鑑など（文化元、文政 10、天保5、8、15、弘化2、文久2、3、慶応元、
明治元の 20冊、無窮神習）
1805 文化2 乙丑
1806 文化3 丙寅 雲上明鑑（大東急、旧浅野、東大図書館）、新刊雲上明鑑（上巻、茨城県）
雲上明鑑（栗田・大阪府・東大図書館・東大史料・岩瀬・史料館・京都府）、雲上明鑑（上、





同ω 文化6 己巳 新刊増補万世雲上明鑑（史料館旧三井）、新刊雲上明鑑（岡山大小野）、雲上明鑑（下、
東大図書館）
1810 文化7 庚午 新新刊増補雲上明鑑（史料館旧三井）、新増京羽二重大全（松田）、雲上明鑑（広島大）
1811 文化8 辛未 新刊増補雲上明鑑（史料館旧三井）、雲上明鑑（東大図書館）、新刊雲上明鑑（東大史料）
1812 文化9 壬申 雲上明鑑（豊橋・東大図書館）
1813 文化 10 発酉
雲上明鑑（大阪市大森・栗田・旧浅野）、雲上明鑑（上、東大図書館）、新刊雲上明鑑
（弘前図）
1814 文化 1 甲成 雲上明鑑（東大図書館、岩瀬）
1815 文化 12 乙亥 雲上明鑑（広島大・東大図書館）
1816 文化 13 丙子 新刊増補万世雲上明鑑（平井）、雲上明鑑（東大図書館）、雲上明鑑（写本、神宮）
1817 文化 14 丁丑 雲上明鑑（広島大・東大図書館）、新刊雲上明鑑（東大史料）








1822 文政5 壬午 雲上明鑑（東大史料・東大図書館）、新刊雲上明鑑（東大史料）








1827 文政 10 丁亥
雲上明鑑（岩瀬・宮書・東大図書館）、新刊雲上明鑑（東大史料）、新刊増補万世雲上
明鑑（史料館旧三井）
1828 文政 1 戊子 雲上明鑑（東大史料）、新刊雲上明鑑（東大史料）


















西暦 年号 干支 公家鑑（所蔵）
1836 天保7 丙申 雲上明鑑（東大法研）
雲上明鑑（東大図書館）、万世雲上明鑑(1冊、岐車高図書室）、雲上明覧（岩邑小郷土室）、
雲上明覧大全（東大史料・内閣・高野大・日比谷加賀・福井松平・山口・岡崎・栗田・




1838 天保9 戊成 田・香雨・大東急・東大図書館・九大文）、雲上明覧大全（上巻、岩瀬）、年々改正雲
上明覧大全（史料館旧三井・秋田県図時雨庵・宮書）
1839 天保 10 己亥 雲上明覧（東大図書館）、雲上明覧大全（京大）
1840 天保 11 庚子 雲上明覧大全（京大・早大・東大図書館・函館市）
1841 天保 12 辛丑 雲上明覧（岩瀬）、雲上明覧大全（静嘉・京大・宮書・東大史料・東大図書館）
1842 天保 13 壬寅
雲上明覧大全（栗田・宮書・東大史料・東大図書館・杵築図）、年々改正雲上明覧大全（史
料館旧三井）






























1852 嘉永5 壬子 書館）、雲上明覧大全（広島大・秋田・大東急・宮書、岐阜県図・岩瀬）、雲上明覧大
全（下巻、鹿児島県図）、袖中雲上便覧（宮書）、公卿名簿（写本、東大史料）
新刊雲上明鑑（東大史料）、雲上明覧（岩瀬・東大図書館）、雲上明覧大全（東博・九



















1858 安政5 戊午 雲上明覧（岩瀬）、雲上明覧大全（宮書・大阪市大・京大・浅野・栗田・神宮・ Jili天
大山崎・東大史料・東大図書館・金大文・天理）、雲上明覧大全（上、酒田光丘）
雲上明鑑（東北大狩野・岩瀬）、雲上明覧大全（京大・慶大・東北大狩野・福井松平・刈谷・




































































































































































































武家伝奏 諸大夫 雑掌 任期 家司
岡本玄蕃 元禄2 家名無し
回付主膳 元禄2～4 家名無し
柳原資廉 堀内内蔵介 元禄4～宝永5 家名無し
多国掃部 元禄 12 家名無し
















物加波宮内少輔（懐賢） 堀川播磨守（久忠） 正徳5 諸大夫
淡川治部少輔（高資） 小川飛騨守（正信） 正徳5 諸大夫
小川土佐守（定済） 享保5～ 1 諸大夫
中院通軒
岡本因幡守（氏三） 享保5 諸大夫





荒木主馬 享保5～ 1 家名無し
中山兼親 岡本右近 享保 16～ 18 家名無し
荻左衛門 享保5～ 18 家名無し
二条西公福















柳原光綱 土橋織部 寛延2～宝暦 10 家名無し
平田造酒 宝暦 10 家名無し
浜路主膳 寛延4～明和3 家名無し
水谷弾正 寛延4 家名無し










春日大和守（仲香） 安永6～ 10 諸大夫
久我信通
























六条有庸 木村丈之進 文化 10～ 12
渡辺右膳 文化 10～ 13
沖田監物 文化 13
小林左馬允 文化 10～文政2
山科忠言 小野左荷門尉 文化 10～ 13
玉木主計 文化 14～ 15
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築山左膳 文化 14 家名無し
浜路雅楽権助 文化 14～文政8 家名無し
広橋胤定
浜路阿波守 文政9 家名無し
藤堂刑部丞 文化 15 家名無し
平野外記 文政2～ 13 家名無し








淡川陸奥守（康民） 天保9～ 12 諸大夫
滋賀右馬大允（重直） 天保2～弘化4 侍































































































年号 西橿 酋本願寺 五山 広福樹州山















年号 西膚 西本願寺 五山 広樋嶺州山 足羽越祖前社I量兎克明寺 知思寺 震源寺 法丹常波寺 西宮
尾彊夏掴宮 尾彊若宮 石見 婦磨
象金頭比憲山
遠江 糞温 下野 武州翠









宝暦1 1761 。。 。。。。。。。。。。。
明和8 lηl 。。 。。。。。。。。。。。
安永2 1773 。。 。。。。。。。。。。。
安永3 1774 。。 。。。。。。。。。。。
安永6 1777 。。 。。。。。。。。。。。
天明7 1787 。。 。。。。。。。。。。。
寛政6 1794 。。 。。。。。。。。。。。
事和3 l剖3 。。 。 0 。。。。。。。。。
文化5 1808 。。 。。。。。。。。。。。。
文化6 1809 。。 。。。。。。。。。。。。
文化7 1810 。。 。。。。。。。。。。。。
文化8 1811 。。 。。。。。。。。。。。。
文化13 1816 。。 。。。。。。。。。。。。。
文政2 1819 。。 。。。。。。。。。。。。。
文政9 1826 本願寺 。 。。。。。。。。。。。。。。
天保2 1831 。。 。。。。。。。。。。。。。。
弘化元 1844 。 。。。。。。。。。。。。。。
高永3 1850 。 。。。。。。。。。。。。。大別平当山
安政元 l部4 。 。。。。。。。。。。。。。大別平当山
安政4 1857 。 。。。。。。。。。。。。。大別平当山 。
安政6 1859 。 。。。。。。。。。。。。。大別平当山 。
文久3 l凶3 。 。。。。。。。。。。。。。大別平当山 。
慶応元 1865 。 。。。。。。。。。。。。。大別平当山 。
慶応3 1867 。 。。。。。。。。。。。。。。
武家伝奏が執奏の寺社は、初期には西本願寺のみで、あったが、江戸時代を通じてしだいに増加し、幕


















































































































































































































































































(50) 『史料館所蔵史料目録第 74集 三井文庫旧蔵資料く袋綴本〉目録』国文学研究資料館史料館、
2005年。三井家が「京都武鑑」も多数所蔵していたことは、前掲注（6）『京都武鑑』下の解説
に詳しい。
(51) 『名古屋市蓬左文庫図書分類目録』（名古屋市教育委員会、 1976年）、『佐賀県立図書館所蔵鍋
島家文書目録一般資料（和書漢籍）編』（佐賀県立図書館、 1981年）、『岡山大学所蔵池田
家文庫総目録』（岡山大学附属図書館、 1970年）、『尊経間文庫園書分類目録』（石黒文吉、 1939年）、
『酒井家文庫綜合目録』（小浜市立図書館、 1987年）、『史料目録（新訂第五版）』（盛岡市中央公民館、
-48-
2005年）など。
(52) 前掲注（28）参照。「本文抜翠懐玉雲上示正鑑」が、「雲上示正鑑」から東本願寺の部分のみを
抜草して作成されていることも、このことを裏付けている。
(53) く 〉内は割り注、以下同様。
(54) 「都仁志喜」のことか。
(55) 「近代諸御門跡譜」の乙とか。
(56) 「京羽二重」の乙とか。
(57) 寺岡寿一編『明治初期の官員録・職員録』（全6巻、寺岡書洞、 1976～81年）。
(58) 『中央大学所蔵名鑑類解題目録』（中央大学図書館、 2004年）。民間書障による堂上公家など
矯紳の名鑑刊行は、「紳士録」へと移行していったともいえよう。なお、特異なものとしては、
注（3）に記した『雲上明鑑大全』も挙げられよう。
付記 本稿は、 2003年5月29日の朝幕研究会における報告に加筆修正を加えたものである。
本稿執筆に際しては、会のメンバーから多大な支援をいただきました。加えて、今江贋道・岡崎
寛徳・松田敬之の諸先生方に貴重な助言や調査協力をいただきました。末筆ながら記して謝意を
表します。
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